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V
県
外
の
勤
き
A

9
・
1

中
二
、
友
達
二
人
を
刺
す
（
栃
木
）

（
朝
日
〉

9
・
2

今
春
の
大
学
．
短
大
へ
の
進
学
率
が

三
四
・
七
%
で
一
九
七
五
年
以
降
最
低
に
な

っ
た
こ
と
が
、
「
六
十
一
年
度
学
校
基
本
調
査
」

〈
文
部
省
通
報
）
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
最
近
人
気
を
集
め
て
い
る
専
修
学
校
の

高
卒
現
役
者
の
進
学
率
が
一
一
・
二
%
に
達

し
、
七
六
年
の
制
度
発
足
以
来
の
最
高
を
記

録
。
新
潟
県
内
の
浪
人
を
除
く
大
学
進
学
率

は
前
年
度

0
・
一
%
下
回
る
一
八
・
一
%
で

全
国
4
7
都
道
府
県
の
最
下
位
。
（
赤
旗
）

9
・
5

全
国
で
約
二
万
五
千
人
に
の
ぼ
る
臨

時
教
員
の
待
遇
格
差
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
勤
務
期
間
が
細
切
れ
で
短
い
た
め
退
職

手
当
も
雇
用
保
険
も
受
け
ら
れ
な
い
多
く
の

ケ
l
ス
を
救
う
た
め
、
労
働
省
は
四
日
ま
で

に
雇
用
保
険
を
積
極
的
に
適
用
す
る
よ
う
求

め
る
通
達
を
各
都
道
府
県
に
近
く
出
す
こ
と

を
き
め
た
。
正
規
の
教
員
と
同
じ
仕
事
を
し

な
が
ら
身
分
の
不
安
定
さ
に
悩
む
臨
時
教
員

の
待
過
改
善
の
一
歩
と
な
る
。
（
赤
旗
）

9
・
6

夏
休
み
が
終
わ
り
、
登
校
し
た
高
校

生
徒
た
ち
を
迎
え
た
の
は
、
校
舎
の
屋
上
で

ひ
る
が
え
る
「
日
の
丸
」
だ
っ
た
。
京
都
の

府
立
高
校
で
は
、
こ
の
夏
休
み
中
に
全
校
で

「
日
の
丸
」
の
常
時
掲
揚
が
府
教
育
委
員
会
の

手
に
よ
り
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
押
し
つ

け
に
父
母
、
教
師
の
怒
り
は
強
く
、
教
育
の

あ
り
方
を
問
う
民
主
主
義
の
問
題
と
し
て
、
反

対
の
世
論
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
赤
旗
）

9
・
6

来
春
か
ら
使
用
さ
れ
る
教
科
書
の
採

択
が
全
国
的
に
終
了
し
た
が
、
日
本
を
守
る

国
民
会
議
縞
集
の
高
校
日
本
史
教
科
書
「
新

編
日
本
史
」
の
採
択
が
、
国
公
立
十
二
校
を

含
め
二
十
都
道
府
県
の
高
校
、
高
専
、
養
護

学
校
三
十
一
校
で
、
部
数
は
約
八
千
三
百
部

と
な
っ
て
い
る
。
採
択
校
を
み
る
と
①
日
教

組
系
の
組
合
員
が
ゼ
ロ
か
ほ
と
ん
ど
い
な
い

②
教
科
書
執
筆
者
ら
と
何
ら
か
の
形
で
つ
な

が
っ
て
い
る
人
が
い
る
な
ど
が
目
立
っ
て
い

る

。

〈

新

潟

日

報

〉

戦
後
教
育
改
革
の
柱
の
一
つ
と
な

nu
・
噌

E
A『

っ
た
「
六
・
三
・
三
」
制
は
米
側
の
強
制
で

は
な
く
、
日
本
側
の
強
い
要
望
で
導
入
さ
れ

た
こ
と
が
、
訪
米
中
の
「
占
領
期
日
本
教
育

に
関
す
る
在
米
資
料
調
査
団
」
が
米
各
地
で

収
集
し
た
文
書
お
よ
び
、
当
時
の
米
関
係
者

の
証
言
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
団
は

六
・
三
・
三
制
は
押
し
つ
け
ら
れ
た
と
す
る

「
戦
後
教
育
史
の
常
識
が
製
さ
れ
た
」
〈
団
員
、
寺

崎
昌
男
東
大
教
授
）
と
し
て
お
り
、
戦
後
教
育
見

直
し
論
を
背
景
と
す
る
臨
時
教
育
審
議
会
な

ど
で
の
教
育
改
革
論
議
に
に
も
波
紋
が
及
び

そ

う

だ

。

（

新

潟

日

報

）

9
・
1
5

中
学
、
高
校
生
の
七
制
は
核
兵
器

を
全
面
的
に
否
定
し
、
八
割
強
が
廃
絶
を
主

張
、
過
半
数
が
政
府
の
非
核
三
原
則
は
守
ら

れ
て
い
な
い
と
み
て
い
る
。
と
い
う
調
査
結

果
が
十
三
日
、
日
教
組
の
国
民
教
育
研
究
所

の
手
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
一
方
、
「
核
兵
器

も
や
む
を
得
な
い
」
と
す
る
の
が
六
人
に
一

人
お
り
重
視
さ
れ
ま
す
。
（
赤
旗
〉

9
・
1
5

日
本
史
の
研
究
団
体
と
し
て
は
最

大
規
模
の
日
本
史
研
究
会
〈
脇
田
修
大
阪
大
学
教

授
代
表
、
会
塁
手
六
百
人
）
は
「
日
本
を
守
る
国
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民
会
議
」
が
編
集
し
た
高
校
教
科
書
「
新
編

日
本
史
」
に
つ
い
て
「
皇
国
史
観
に
基
い
た

も
の
で
、
歴
史
学
へ
の
挑
戦
だ
」
と
批
判
す

る
と
と
も
に
、
記
述
や
図
表
な
ど
に
こ
れ
ま

で
指
摘
さ
れ
た
以
外
に
も
多
く
の
誤
り
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
新
潟
日
報
）

9
・
2
2

進
む
中
学
教
科
書
“
県
定
化
”
・

独
占
採
択
三
六
%
に
も
、
空
洞
化
す
る
地
区

採
択
制
、
中
教
審
答
申
を
先
取
（
新
潟
日
報
）

9
・
2
3

小
、
中
学
生
の
三
割
に
’
い
じ
め
の

加
害
体
験
の
あ
る
こ
と
が
、
「
子
ど
も
の
行
動

問
題
に
関
す
る
研
究
会
」
〈
長
畑
正
道
筑
波
大
教
授

代
表
）
が
「
い
じ
め
の
背
景
・
原
因
に
関
す
る

研
究
調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
被
害
体

験
も
小
学
生
で
三
割
、
中
学
生
で
二
割
あ
り
、

い
じ
め
が
多
い
こ
と
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に

し

て

い

る

。

（

赤

旗

）

9
・
2
3

毎
日
朝
夕
「
日
の
丸
」
を
掲
舗
、

生
徒
に
直
立
不
動
の
姿
勢
を
と
ら
せ
て
き
た

千
葉
県
野
田
市
の
小
、
中
学
校
が
生
徒
に
直

立
不
動
を
強
制
す
る
こ
と
を
今
年
度
か
ら
や

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
「
日
の
丸
」

は
続
い
て
い
ま
す
が
、
父
母
や
教
織
員
の
運

動
、
市
、
県
議
会
、
国
会
で
共
産
党
が
と
り

あ
げ
る
な
ど
世
論
の
力
に
よ
る
成
果
で
す
。

〈
赤
旗
〉

1
0
・
7

野
宿
の
作
業
員
を
ゴ
ミ
扱
い
「
掃

除
す
る
と
襲
撃
」
口
元
暴
走
族
九
人
を
逮
捕
少

女
も
補
導
新
宿
西
戸
山
公
園
で
〈
新
潟
日
報
）

1
0
・
8

中
学
か
ら
の
教
育
内
容
郵
力
化
な

ど
教
育
内
容
の
大
幅
な
見
直
し
を
打
ち
出
し

た
文
部
省
の
教
育
課
程
審
議
会
〈
会
長
福
井
謙
一

京
都
工
昔
話
維
大
学
長
）
は
七
日
の
総
会
で
、
二
十

日
の
中
間
ま
と
め
に
盛
り
込
む
改
訂
内
容
を

ほ
ぼ
原
案
通
り
決
め
た
。
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
8

選
択
拡
大
、
学
校
に
裁
量
・
中
学

英
語
は
週
四
時
間
も
・
教
育
課
程
審
議
会
授

業
時
数
改
訂
で
原
案
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
1
2

「
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
生
活

が
保
障
で
き
る
学
童
保
育
の
充
実
を
！
」
第

二
十
一
回
全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
が
十
一

日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
、
神
戸
市
で
閲
か

れ
ま
し
た
。
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
の

大
塚
逮
男
会
長
が
「
主
宰
者
で
あ
る
国
民
の

声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
運
動
」
と
題
し
て

基
調
提
案
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
（
赤
旗
）

1
0
・
1
5

私
学
補
助
金
、
四
年
連
続
の
減

少
経
常
費
全
体
の
二
割
を
割
る
。
〈
赤
旗
〉

1
0
・
2
1

教
育
課
程
審
が
「
中
間
ま
と
め
」

内
容
は
、
中
学
校
の
選
択
科
目
を
ふ
や
し
、
能

力
別
ク
ラ
ス
編
制
を
可
能
に
す
る
方
向
を
初

め
て
う
ち
だ
す
な
ど
義
務
教
育
の
解
体
へ
大

き
く
ふ
み
だ
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
国
際

社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
感
」
を
強
調
「
奉
仕
の
精
神
や
国
を
愛
す

る
心
」
な
ど
の
徳
目
を
柱
と
す
る
道
徳
教
育

を
小
、
中
、
高
校
全
体
に
貫
く
具
体
策
を
明

ら
か
に
し
、
事
実
上
、
戦
前
の
〈
修
身
教
育
〉

の
復
活
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。
〈
赤
旗
）

1
0
・
2
1

教
育
課
程
審
「
中
間
ま
と
め
」

い
じ
め
や
非
行
、
学
力
向
上
に
苦
闘
し
て
い

る
現
場
の
教
師
た
ち
は
、
「
選
別
を
義
務
教
育

の
中
学
に
ま
で
広
げ
る
な
ん
て
：
：
：
」
「
も
っ

と
従
順
な
子
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
か
」
と

怒
り
を
こ
め
て
批
判
し
て
い
ま
す
白
教
育
学

者
、
大
槻
健
早
大
教
授
「
自
主
性
が
な
く
臨

教
審
に
忠
実
」
山
住
正
己
都
立
大
教
授
「
遊

徳
が
突
出
し
問
題
は
多
い
」
と
い
う
趣
旨
の

談
話
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
（
赤
旗
）
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1
0
・
2
1

教
諜
審
中
間
報
告
に
現
場
の
声
。

「
差
別
」
「
総
決
算
に
不
安
」
「
中
学
三
年
生
の

選
択
の
授
業
が
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
審
議
会
の
認
識
は
甘
い
の
で
は
な

い
か
」
中
間
ま
と
め
に
対
し
、
東
京
都
品
川

区
八
潮
中
学
の
井
上
輝
夫
校
長
（
教
育
改
革
検
討

専
門
委
員
会
委
員
長
）
は
こ
う
言
っ
た
。
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
2
1

教
育
課
程
審
「
中
間
ま
と
め
」
骨

子
マ
小
学
校
は
低
学
年
に
生
活
科
を
新
設
し
、

社
会
科
と
理
科
は
廃
止
。
マ
中
学
は
三
年
を

中
心
に
選
択
の
教
科
と
時
間
の
拡
大
を
検
討
、

外
国
語
（
英
語
）
は
週
四
時
間
ま
で
認
め
、
教

科
に
よ
っ
て
は
習
熟
度
別
指
導
に
つ
い
て
検

討
、
マ
高
校
は
社
会
科
な
ど
一
部
教
科
に
つ

い
て
必
修
科
目
の
指
定
を
や
め
、
選
択
必
修

の
拡
大
を
検
討
す
る
。
マ
格
技
を
「
武
道
」
と

改
め
る
。
マ
道
徳
は
、
各
学
校
段
階
の
指
導

内
容
を
重
点
化
す
る
。
刷
読
本
の
使
用
に
つ

い
て
奨
励
措
置
を
講
ず
る
。
マ
ー
八
学
や
卒
業

で
「
国
旗
・
国
歌
」
の
取
り
扱
い
を
明
確
に
。

マ
学
校
五
日
制
は
六
七
年
か
ら
の
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
マ
年
間
の
総
授

業
時
間
数
は
現
行
通
り
と
す
る
。
マ
六
年
制

中
等
学
校
の
教
育
課
程
は
、
中
学
、
高
校
の

学
習
指
導
要
領
に
準
じ
、
特
例
的
扱
い
を
認

め
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
2
1

教
育
課
程
審
委
員
で
作
家
の
佐

藤
愛
子
さ
ん
（
六
三
）
が
、
委
員
を
辞
任
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
勉
強
の
で
き
な
い
子
を
ど
う

す
る
か
の
糸
口
を
」
と
委
員
に
な
っ
た
も
の

の
、
同
審
議
会
の
論
議
が
「
経
済
繁
栄
を
め

ざ
す
国
家
、
社
会
、
企
業
が
要
求
す
る
人
づ

く
り
を
す
す
め
る
も
の
の
よ
う
に
感
じ
た
」
と

感

想

を

の

べ

ま

し

た

。

〈

赤

旗

）

1
0
・
2
4

教
育
課
程
審
の
中
間
ま
と
め
に

つ
い
て
批
判
が
出
て
い
る
。
「
国
民
が
真
に
求

め
て
い
る
教
育
は
、
政
治
に
左
右
さ
れ
た
り
、

経
済
発
展
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
国
家
を
中

心
と
す
る
〈
人
づ
く
り
〉
で
は
、
一
人
ひ
と

り
の
子
供
た
ち
の
能
力
、
個
性
、
人
格
を
生

か
す
文
字
通
り
子
供
の
側
に
立
っ
た
、
人
間

主
義
の
教
育
な
の
で
あ
る
」
「
上
か
ら
押
し
つ

け
る
道
徳
教
育
ば
か
り
が
自
に
つ
き
、
子
供

自
身
が
持
っ
て
い
る
個
性
を
ど
の
よ
う
に
開

花
さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
2
4

き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
を
し
て

い
る
子
供
ほ
ど
い
じ
め
っ
子
や
情
緒
不
安
定

児
が
少
な
い
と
い
う
調
査
が
、
広
島
県
福
山

市
立
女
子
短
大
の
鈴
子
雅
子
教
授
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
の
手
で
ま
と
ま
っ
た
。
鈴
木

教
授
は
「
い
じ
め
ら
れ
子
供
は
、
の
ん
び
り

し
た
子
と
か
ピ
ア
ノ
や
絵
が
う
ま
い
と
か
特

徴
の
あ
る
子
で
、
過
去
に
も
同
じ
く
ら
い
い

た
。
問
題
は
い
じ
め
っ
子
で
、
野
菜
が
少
な

く
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
摂
取
が
多
い
と

心
身
の
不
安
定
と
関
係
し
て
、
い
じ
め
に
走

る
の
で
は
な
い
か
。
教
育
や
し
つ
げ
と
と
も

に
、
食
品
添
加
物
、
加
工
食
品
、
農
薬
な
ど

広
く
食
生
活
に
目
を
向
け
る
よ
う
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
注
目
す
べ

き
調
査
結
果
は
、
十
一
月
十
三
日
か
ら
千
葉

で
の
日
本
栄
養
改
善
学
会
で
発
表
さ
れ
る
。

〈
新
潟
日
報
〉

1
0
・
2
9

大
蔵
省
は
二
十
七
日
、
来
年
度

の
予
算
編
成
で
公
立
小
、
中
学
校
の
事
務
職

員
栄
養
職
員
に
た
い
す
る
人
件
費
の
国
庫
負

担
分
〈
半
額
）
を
全
額
カ
ッ
ト
す
る
方
針
を
固
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め
ま
し
た
。
削
減
額
は
一
千
億
円
に
の
ぼ
り
、

地
方
自
治
体
や
父
母
負
担
の
増
大
と
な
る
こ

と

が

必

至

で

す

。

〈

赤

旗

）

1
0
・
2
9

高
校
の
家
庭
科
の
教
科
書
に
も

り
込
ま
れ
た
家
庭
観
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
研

究
が
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
内
の
主
婦
グ
ル
ー

プ
八
一
会
の
手
で
ま
と
ま
っ
た
。
昭
和
二
十

三
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
約
七
十
種
の
教
科

書
を
、
二
年
半
か
け
た
労
作
。
「
仕
事
は
男
、

家
庭
は
女
が
守
る
も
の
」
と
い
う
伝
統
的
な

性
別
役
割
り
分
業
の
考
え
方
が
、
戦
後
の
家

庭
科
教
育
の
理
念
と
し
て
一
貫
し
て
流
れ
て

い
る
こ
と
が
、
改
め
て
実
証
さ
れ
た
。（朝
日
）

1
1
・
3

臨
教
審
の
香
山
健
一
第
一
部
会
長

代
理
は
、
十
月
十
七
、
十
八
の
両
日
開
か
れ

た
合
宿
集
中
審
議
で
「
個
人
的
見
解
」
と
断

わ
っ
た
う
え
で
、
国
の
定
め
る
学
習
指
導
要

領
の
枠
内
で
、
長
期
的
に
は
、
二
十
一
世
紀

ま
で
に
初
等
、
中
等
教
育
の
教
科
書
を
自
由

に
選
択
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
上

で
短
期
、
中
期
的
目
標
と
し
て
、
近
隣
諸
国

か
ら
批
判
が
出
る
現
行
の
教
科
書
検
討
制
度

を
廃
止
、
柔
軟
な
認
定
制
度
に
改
め
る
こ
と

や
、
教
科
書
無
償
供
与
制
度
を
廃
止
、
今
の

教
科
書
購
入
費
を
学
校
の
教
室
用
図
書
購
入

費
に
充
て
る
こ
と
な
ど
を
提
言
、
こ
う
し
た

内
容
を
も
り
こ
ん
だ
「
教
科
書
法
の
制
定
を

含
め
検
討
す
る
」
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

〈
新
潟
日
報
〉

1
1
・
7

来
春
の
ベ
ビ

i
プ
l
ム
対
策
・
私

大
の
臨
時
増
は
、
五
，
八
七

O
人
、
国
公
立

と
合
せ
枠
拡
大
二
万
四
，
七

O
O人
・
ち
ょ

っ

ぴ

り

広

き

門

に

〈

新

潟

日

報

）

1
1
・
1
6

臨
教
審
が
う
ち
だ
し
て
い
る
初

任
者
研
修
制
度
を
文
部
省
は
八
九
年
度
か
ら

実
施
す
る
方
針
で
す
が
、
そ
れ
を
先
取
り
す

る
「
試
行
」
や
新
人
研
修
が
全
国
各
地
で
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
動
き
の
な
か
で
、
京

都
で
は
採
用
後
六
カ
月
の
教
師
を
「
反
抗
的
」

だ
と
し
て
免
職
に
す
る
異
例
の
事
態
が
起
き

て
お
り
、
教
育
関
係
者
か
ら
「
初
任
者
研
修

は
結
局
、
“
も
の
い
わ
ぬ
教
師
”
づ
く
り
」
と

批
判
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
（
赤
旗
）

V
県
内
の
勤
き
A

9
・
2
0

来
年
度
の
公
立
高
校
募
集
学
級
は

全
日
制
が
九
学
級
増
の
六
百
八
十
五
学
級
、
定

時
制
が
一
学
級
減
の
二
十
三
学
級
と
な
る
見

通

し

。

↑

（

新

潟

日

報

）

9
・
2
1

中
条
町
が
ア
メ
リ
カ
大
学
日
本
分

校
誘
致
へ
「
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
な

ど
候
補
」
日
米
貿
易
拡
大
に
一
役
（
新
潟
日
報
）

1
0
・
3

二
日
新
潟
県
議
会
総
文
委
で
、
佐

藤
総
務
部
長
は
、
県
内
私
立
高
校
の
経
常
貨

の
1
／

2
ま
で
の
助
成
実
現
に
む
け
、
最
大

限
努
力
す
る
と
表
明
。
共
産
党
福
島
富
県
議

の
提
起
に
こ
た
え
た
も
の
。
〈
新
潟
日
報
）

1
0
・
4

「
教
育
を
よ
く
す
る
新
海
市
民
会

議
」
は
、
校
内
暴
力
や
い
じ
め
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
生
徒
や
父
母
、
教
師
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
教
育
一
一

O
番
を
開
設
し
て
い
る
。
傾

向
と
し
て
は
登
校
拒
否
が
目
立
っ
て
い
る
と

い

う

。

（

新

潟

日

報

）

1
0
・
7

私
立
長
岡
女
子
高
が
来
春
に
共
学

化

。

一

学

級

増

設

〈

新

潟

日

報

）

1
0
・
1
9

教
育
・
経
営
の
混
乱
が
つ
づ
く
・
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新
潟
文
理
高
の
経
営
主
体
、
白
ゆ
り
学
闘
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
・
を
購
入
し
、
三
億
五
千
万
円
も

の
借
金
を
し
て
い
た
こ
と
が
新
潟
私
教
辿
の

調

査

で

わ

か

り

ま

し

た

。

（

赤

旗

）

1
0
・2
2

新
潟
東
工
業
高
校
社
会
科
ク
ラ

ブ
は
、
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
、
校
内
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
十
八
、
十
九
日
の
文

化
祭
「
明
窓
祭
」
で
発
表
し
た
白
現
在
の
日

本
が
平
和
だ
と
考
え
て
い
る
生
徒
が
減
り
、
日

本
は
こ
れ
か
ら
平
和
か
ら
遠
ざ
か
る
と
考
え

て
い
る
生
徒
が
四
割
近
く
も
占
め
る
な
ど
、
高

校
生
が
日
本
の
将
来
に
危
機
感
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
新
潟
日
報
）

1
0
・2
3

新
潟
地
裁
が
復
学
、
仮
進
級
の

仮
処
分
を
決
定
し
た
新
潟
文
理
高
校
六
人
の

生
徒
に
学
校
が
ひ
と
り
ず
っ
登
校
す
る
よ
う

求
め
て
い
た
が
、
生
徒
の
父
母
ら
は
、
受
け

入
れ
後
の
扱
い
に
不
安
が
あ
る
と
し
て
反
発
、

①
早
い
時
期
に
仮
進
級
を
正
式
な
進
級
と
す

る
②
復
学
ま
で
の
出
欠
は
公
欠
扱
い
に
す
る
、

な
ど
を
内
容
と
す
る
申
し
入
れ
書
を
学
校
側

に
渡
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
早
急
に
話
し
あ

っ
て
解
答
す
る
よ
う
求
め
た
。
（
朝
日
）

1
1
・5

思
春
期
の
男
女
の
性
の
悩
み
に
専

門
家
が
電
話
で
受
け
答
え
す
る
「
思
春
期
の

電
話
」
が
、
県
助
者
保
協
会
に
開
設
さ
れ
て

一
周
年
を
迎
え
た
。
月
二
回
、
わ
ず
か
に
三

時
間
だ
け
の
相
談
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
間

に
受
け
つ
け
た
電
話
は
四
百
本
近
く
。
避
妊

や
生
理
、
男
女
交
際
な
ど
そ
の
内
容
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
少
年
少
女
の
索
朴
な
悩
み
が
続
々

と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
〈
新
潟
日
報
）

1
1
・1
1

県
立
津
川
高
校
の
農
業
科
が
来

年
三
月
限
り
で
八
十
四
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
つ
が
、
一
足
早
く
そ
の
閉
科
記
念
式

典
が
八
日
、
同
校
で
行
わ
れ
、
在
校
生
、

O
B

ら
約
八
百
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

消
え
ゆ
く
同
科
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
ま
た

来
年
三
月
で
三
十
八
年
の
幕
を
閉
じ
る
岩
船

郡
の
県
立
村
上
高
校
朝
日
分
校
の
閉
校
式
が

・
九
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
式
典
に

は
卒
業
生
や
旧
職
員
を
は
じ
め
、
村
内
外
か

ら
二
百
人
余
り
が
出
席
。
地
域
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
同
校
と
の
名
残
り
を
惜
し
ん
で
い

た

。

（

新

潟

日

報

）

大
学
婦
人
会
新
潟
支
部
は
こ
の
ほ

噌，
4
E
－
n
H
M

ど
、
「
家
庭
教
育
の
問
題
点
を
さ
ぐ
る
」
を
テ
ー

マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
そ
の
結
果

を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
J

母
親
の
七

割
が
子
供
の
育
て
方
で
悩
ん
だ
経
験
が
あ
り
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
を
望
ん
で
い
る
こ

と
、
男
女
の
し
つ
け
に
差
が
あ
る
こ
と
な
ど

が

わ

か

っ

た

。

〈

朝

日

〉

1
2
・9
新
潟
市
郊
外
の
大
江
山
地
区
で
七

日
、
農
協
組
合
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、

P
T
A

会
長
、
小
中
学
校
長
な
ど
が
呼
び
か
け
人
と

な
り
、
父
母
、
教
師
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
「
子
育
て
教
育
研
究
集
会
」
が
関
か
れ
ま

し
た
。
「
み
ん
な
が
教
育
を
す
る
仲
間
の
よ
う

な
地
域
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
学
校
は
そ
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い
う
本

間
和
夫
大
江
山
中
学
校
長
を
は
じ
め
、
二
つ

の
小
学
校
長
、
佐
藤
幸
蔵
農
協
組
合
長
ら
も

討
論
の
輸
に
加
わ
り
ま
し
た
。
（
赤
旗
）

1
2
・9

三
条
市
東
本
成
寺
、
県
立
三
条
工

業
高
校
で
十
一
月
上
旬
、
同
校
の
教
員
が
、
男

子
生
徒
を
「
素
行
が
悪
い
」
な
ど
と
殴
り
、
全

治
二
週
間
の
け
が
を
負
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
（
新
潟
日
報
）
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1
2
・1
0

新
潟
市
真
砂
の
国
立
療
養
所
西

新
潟
病
院
に
は
、
重
傷
心
身
障
害
児
の
病
棟

が
あ
る
。
今
年
は
、
入
院
者
の
父
母
の
会
が

で
き
て
十
五
年
目
、
子
供
ら
を
対
象
に
、
県

立
新
潟
養
護
学
校
は
ま
ぐ
み
分
校
の
施
設
訪

問
学
級
が
始
ま
っ
て
十
年
目
。
こ
れ
を
機
会

に
両
者
の
合
同
記
念
誌
が
発
刊
さ
れ
、
父
母

や
教
師
の
苦
闘
の
跡
を
伝
え
て
い
る
。

〈
新
潟
日
報
）

1
2
・1
7

十
五
日
の
新
潟
県
議
会
総
務
文

教
委
員
会
で
、
共
産
党
福
島
富
議
員
は
、
小

中
学
校
の
過
大
規
模
校
解
消
を
急
ぐ
べ
き
だ

と
せ
ま
り
、
県
の
有
磯
教
育
長
は
「
な
る
べ

く
早
く
具
体
的
な
計
画
を
た
て
る
よ
う
、
市

町
村
へ
の
指
導
を
強
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
県
内
の
過
大
規
模
校
に
は
、
小
千
谷
（
三

十
九
学
級
）
東
山
の
下
、
五
泉
（
三
十
七
学

級
）
見
付
（
三
十
六
学
級
）
新
井
（
三
十
五

学
級
〉
の
各
小
学
校
、
藤
見
（
三
十
六
学
級
）

燕
（
三
十
四
学
級
〉
五
十
嵐
（
三
十
一
学
級
）

の
各
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
（
赤
旗
）

1
2
・1
7

非
行
、
い
じ
め
、
受
験
戦
争
、

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
：
：
：
。
子
供
を
取
り
巻
く
悶

題
は
ま
す
ま
す
混
迷
し
て
い
る
の
に
、
父
母

も
教
師
も
こ
れ
と
い
っ
た
解
決
策
を
見
い
だ

せ
ず
に
い
る
。
一
方
で
、
臨
教
審
は
今
ま
で

の
教
育
制
度
を
根
底
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
も
っ

た
新
潟
市
民
が
、
十
四
日
、
ミ
ナ
ミ
プ
ラ
ザ

で
「
人
間
都
市
新
潟
の
未
来
を
目
指
し
て
教

育
市
民
大
集
会
」
を
開
い
た
。
会
場
は
、
切

実
な
問
題
を
抱
え
て
集
っ
た
七
百
人
の
市
民

で
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
主
宰
は
、
学
者
、
労

組
、
弁
護
士
ら
で
結
成
す
る
「
教
育
を
よ
く

す
る
新
潟
市
民
会
議
」
と
新
潟
市
教
組
。

1
2
・1
8

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
十
七
日
、

来
年
一
月
に
実
施
さ
れ
る
大
学
共
通
一
次
試

験
の
確
定
志
願
状
況
を
発
表
し
た
が
、
県
内

の
高
校
出
身
者
は
昨
年
を
七
、
八
%
上
回
る

六
千
四
百
人
と
な
っ
た
。
増
加
し
た
原
因
は
、

県
内
の
浪
人
生
の
全
体
数
が
増
え
た
こ
と
が

第
一
で
来
年
度
か
ら
始
ま
る
国
公
立
大
受
験

機
会
複
数
化
は
、
必
ず
し
も
受
験
者
増
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
、
と
の
見
方
が
強
い
。

（
朝
日
）

新
潟
市
で
最
も
過
大
規
模
と
な

噌
E
司
’
』
・
勺

ι噌
，

っ
て
い
る
市
立
藤
見
中
学
校
（
三
十
六
学
級
、

生
徒
数
千
四
百
九
十
六
人
）
が
来
年
度
か
ら

分
離
、
新
設
に
着
手
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
十
七
日
の
新
潟
市
議
会
一
般
質
問

で
共
産
党
渋
谷
明
治
市
議
の
質
問
に
た
い
し
、

寺
崎
教
育
長
の
答
弁
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た

。

〈

赤

旗

〉

1
2
・2
4

新
津
市
で
は
学
童
保
育
が
一
カ

所
し
か
な
く
留
守
家
庭
児
童
が
約
四
百
人
も

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
1

・1
3
新
津
地

域
総
行
動
の
市
交
渉
で
は
「
全
小
学
校
区
に

学
童
保
育
を
」
と
強
く
要
望
が
出
さ
れ
、
十

二
月
市
議
会
で
の
共
産
党
野
沢
洋
子
市
議
の

質
問
に
、
斉
藤
市
長
も
「
調
査
数
字
を
み
る

と
、
校
区
ご
と
に
つ
く
る
こ
と
を
検
討
せ
ざ

る
を
え
な
い
」
と
、
必
要
性
を
認
め
て
い
ま

す

。

〈

赤

旗

）

1
2
・2
5

県
私
立
学
校
審
議
会
は
二
十
四

日
、
県
庁
で
聞
か
れ
、
加
茂
暁
屋
高
校
の
情

報
処
理
科
設
置
な
ど
十
一
件
の
諮
問
事
項
を

い
ず
れ
も
認
可
適
当
と
し
て
知
事
に
答
申
す

る

。

〈

新

潟

日

報

〉

少
年
少
女
の
性
非
行
が
問
題
に

噌
，
。

ι
・
司

L
a
u



2 ・『．ー

司

な
る
た
び
に
、
性
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

な
が
ら
、
学
校
で
の
取
り
組
み
は
逃
ま
な
い
。

そ
ん
な
中
、
上
越
市
立
城
西
中
学
校
は
、
ゆ

と
り
の
時
間
を
利
用
し
て
、
各
ク
ラ
ス
担
任

が
、
一
斉
に
性
教
育
を
し
て
い
る
。
養
護
の

滝
沢
ミ
チ
子
教
諭
は
、
「
本
当
の
こ
と
を
逃
げ

な
い
で
教
え
た
い
。
性
を
良
い
イ
メ
ー
ジ
で

感
じ
と
り
、
祝
福
さ
れ
た
命
の
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
す
。
大
人
の
側
の
「
い

や
ら
し
い
」
と
い
う
意
識
が
、
生
徒
の
中
に

ま
だ
根
強
く
し
み
つ
い
て
い
る
。
「
小
学
校
で
、

少
な
く
と
も
性
は
恥
ず
か
し
い
事
で
は
な
い

と
さ
え
教
え
て
く
れ
れ
ば
、
ず
っ
と
楽
で
す

の
に
ね
え
」
と
滝
沢
教
諭
は
た
め
息
を
つ
い

た

由

、

（

朝

日

）

研究所活動日誌
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会
計
監
査

事
務
局
会
議

佐
渡
教
育
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会

第
三
回
総
会

事
務
局
会
議

事
務
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会
議
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噌
E
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1
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噌
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噌
E
n
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4
E
n
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4
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J
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4
E
A
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内
f
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唱
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噌
i
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1
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1
1
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噌

E
4
E
・
唱
E
ハU

唱
E
噌
4

・
噌
E
A『

噌
1
噌

s
・
噌
E
R
U

学
問
研
究
会
、

心
と
身
体
研
究
会

型
箔
調
査
説
明
会
会
脇
市
）

干
減
公
判

事
務
局
会
議

「
教
育
」
読
者
会

く
ら
し
、
健
康
、
子
育
て
交
流

A
Z
 

第
一
回
理
事
会

事
務
局
会
議
、
生
活
指
導
部
会

教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
円
回
普
英

氏）第
三
団
地
方
自
治
講
座

事
務
局
会
議

市
民
生
協
設
立
総
会

中
央
公
民
館
文
化
祭
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

研
究
所
通
信

N
o
－
－
発

行事
務
局
会
議

西
浦
教
育
懇
談
会
授
業
づ
く

り
部
・
会
〈
i
1
5
ま
で
）

中
条
地
区
「
教
育
を
考
え
る
会
」

噌
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4
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・
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，
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唱
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，
．
円
I
』
n
u

唱
，

4
1
・
円
r』内
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4
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内
r』
？
’

1
1
・一
2
A
U

噌
E

つι
・
必
『

噌
』
内
J

』
・
食
M

噌
B
内

ζ

・7
’

4
E内
F
』
・

nMM

唱
E
q’
』
・
噌
E
－
q
u

1
2
・1
4

唱
，
内
I
』
・
噌
a
h
M
M

1
2
・2
1

1
・
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4
U
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4
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』
・
内
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民
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噌
，
。
，
』
・
内
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マ
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保
育
の
つ
ど
い

「
教
育
情
報
」

N
0
1
2

発
行
地
域
民
教
交
流
集
会
（
東
京
1

2
4
日
ま
で
）

科
学
教
育
関
東
甲
信
越
静
大
会

事
務
局
会
議

編
集
委
員
会

事
務
局
会
議

地
域
づ
く
り
、
教
育
文
化
全
国

交
流
集
会
（
大
坂
j
七
日
）

大
江
山
子
育
て
研
究
集
会

「
研
究
所
通
信
」

N
0
1
2

発
行
「
教
育
」
読
者
会

心
と
身
体
研
究
部
会

拡
大
理
事
会
（
村
上
〉

生
活
指
導
部
会

教
育
セ
ミ
ナ
ー
（
福
島
逮
夫

氏〉事
務
局
会
議

「
干
鴻
誌
」
刊
行
委
員
会

研
究
所
大
消
掃

． 


